
【　出納管理　】 支出決済 と (業者宛支払)振込データ作成の仕様変更のお知らせ

これまでは、管理者が会計単位ごとの画面で支出決済を行う必要がありましたが

学年費 / 進路費 / 校納金　およびすべての会計単位 の支出情報をまとめて表示するようになりました。

【 管理者　画面　】

システム画面下部の「支出決済」より、まとめて確認可能になりました。

学年費 / 進路費 / 校納金 の全会計単位の支出情報が、すべて表示されます。

検索条件から、件名や会計単位ごとに絞り込みも可能です。

支出決済について



これまでは決済後に、会計単位ごとに振込データ作成をする必要がありましたが、

学年費 / 進路費 / 校納金 ごとに、全会計単位からまとめて振込データ作成が可能となります。

同じ口座からの振込であれば、会計単位ごとに発生していた手数料を一回分にすることができます。
※ 「委託者コード」が、費目毎の振込用委託者コードとなります。

なお、まとめることができるのは、以下の条件に当てはまる場合になります。

【 学年費 画面 】

同じ業者名を選択しているが、異なる「委託者コード」が含まれていると・・( 委託者コード：１ と ２ )

( 業者宛支払 ) 振込データ作成について

・ 決済済み

・ 支払日が同日

・ 優遇先 と 正規 が混在していない ( 委託者コードが同じ )



振込データ作成を押すと・・・

同日で、委託者コードがであれば・・( 委託者コード：２のみ )

振込一覧作成が可能です。

＜一般先＞



振込明細一覧で確認し、問題がなければ「振込データ」を作成する。

「振込データ」作成した情報には、【 済 】 がつきます。

作成した振込データを使用し、BIB (肥後銀行のシステム)から、支払いを完了させます。


